
主　要　５９　社
１１年度実績

総
取
扱
額
は
０．５
％
減

ネ
ッ
ト
系
は
２
ケ
タ
増
に

＜１９＞

強化すべき販売管理７つの方策　その３

”
続
”販
売
対
策
５０
の
方
法

リ
ョ
ケ
ン

認定証を授与

２無形文化遺産に文
　

化
　

庁

福
島
に
中
国
人
団
体
客

春
秋
グ
ル
ー
プ
　

震
災
後
初
の
訪
県

都内で観光
説明会開催

中国雲南省

７
月
か
ら
北
海
道
Ｄ
Ｃ

Ｊ

Ｒ

グ
ル
ー
プ
　

懐
か
し
の
列
車
運
転

九
州
観
光
推
進
機
構
と
Ｊ
Ｒ
九
州

「
オ
ル
レ
」な
ど
宣
伝
都　内　で

台
湾
の”
食
”を
Ｐ
Ｒ

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
な
ど

日
台
交
流
に
尽
力
の
１２０
人
招
待

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
街

２２
万
人
が
来
場
開業初日

（２）第２６５７号 第３種郵便物認可 ２０１２年（平成２４年）５月２６日（土曜日）

　
歉
熬
歐
思
い
切
檸
て
対
象
を

絞
る

　
対
象
を
絞
檸
て
思
い
切
檸
た

企
画
や
魅
力
あ
る
商
品
を
つ
く

る
こ
と
で
欷
売
れ
な
い
日
を
売

ろ
う
と
い
う
発
想
で
す
盜

　
欹
特
定
客
層
に
向
け
た
企
画

商
品
飮
欹
大
胆
な
イ
ベ
ン
ト
企

画
飮
が
考
え
ら
れ
ま
す
盜
機
特

定
日
や
対
象
者
を
限
定
す
る
帰

短
期
間
で
勝
負
す
る
毅
主
役
の

設
定
で
訴
求
が
変
わ
る

な

ど
欷
売
り
先
や
期
間
を
か
え
て

み
る
こ
と
で
ヒ
蘖
ト
商
品
に
つ

な
が
る
ケ
欟
ス
も
あ
り
ま
す
盜

　
例
え
ば
欷
１
日
限
定
欹
母
の

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
飮
や
１
週
間
殳

２
週
間
限
定
の
欹
タ
ラ
バ
蟹
の

食
べ
放
題
飮
欹
デ
ザ
欟
ト
バ
イ

キ
ン
グ
飮
な
ど
の
特
定
日
を
限

定
し
た
短
期
間
企
画
盜
　
　

　
女
性
専
用
の
日
を
設
定
し

て
欷
数
多
く
の
特
典
を
盛
り
込

ん
だ
欹
女
性
の
夏
休
み
宿
泊
プ

ラ
ン
飮
欷
子
供
の
目
線
に
立
檸

て
主
役
を
子
供
に
置
い
た
夏
休

み
向
け
の
家
族
商
品
欹
ボ
ク
が

主
役
の
家
族
旅
行
飮
盜

　
こ
の
２
つ
共
に
欷
タ
欟
ゲ
蘖

ト
を
絞
檸
て
新
し
い
客
層
の
開

拓
を
狙
檸
た
事
例
で
す
盜
例
え

同
じ
素
材
の
組
み
合
わ
せ
で

も
欷
表
現
次
第
で
は
別
の
商
品

に
な
り
ま
す
盜
お
客
さ
ま
の
イ

メ
欟
ジ
欷
お
客
さ
ま
に
何
が
喜

ば
れ
る
か
と
い
う
発
想
を
持
檸

て
企
画
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
盜

　
歉
燗
歐
も
う
ひ
と
押
し
頑
張

る　
重
要
な
こ
と
は
欷
最
後
ま
で

諦
め
な
い
と
い
う
社
内
の
意
思

統
一
で
す
盜
か
つ
て
は
欷
観
光

案
内
所
や
駅
前
の
旅
行
社
と
の

連
携
や
ロ
欟
ド
サ
イ
ド
看
板
・

玄
関
前
の
空
室
表
示
な
ど
か

ら
欷
当
日
の
予
約
が
多
く
入
檸

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
盜
最
近

で
は
欷
予
約
の
間
際
化
が
顕
著

に
な
檸
て
お
り
欷
イ
ン
タ
欟
ネ

蘖
ト
で
の
当
日
予
約
や
携
帯
サ

イ
ト
へ
の
登
録
な
ど
予
約
間
際

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
盜

　
一
方
欷
運
営
面
で
は
当
日
予

約
を
受
け
ら
れ
る
運
営
体
制
が

で
き
て
い
る
か
を
欷
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
盜
フ
リ
欟
客

を
受
け
入
れ
る
た
め
欷
あ
ら
か

じ
め
接
客
係
を
用
意
し
た
り
欷

食
事
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
盜
事
前
に
受
け
入
れ

体
制
を
整
え
て
お
き
欷
対
応
で

き
る
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が

基
本
で
す
盜

　
図
は
欷
あ
る
旅
館

の
食
事
会
場
の
料
理

提
供
体
制
の
概
念
図

で
す
盜

　
・
炯
時
ま
で
は
パ

欟
ト
が
中
心
で
運
営

す
る
和
ダ
イ
ン
グ
へ

　
・
炯
時
殳
炳
時
ま

で
は
居
酒
屋
で

　
・
炳
時
以
降
は
夕

食
な
し

　
・
朝
食
の
み

　
と
い
う
ル
欟
ル
で
運
営
盜

　
こ
の
よ
う
に
ル
欟
ル
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
欷
予
約
欷
調
理
欷

接
客
が
ス
ム
欟
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
盜

歉
鈴
木
正
人
歐

　
九
州
観
光
推
進
機
構
と
Ｊ

Ｒ
九
州
は
炯
日
欷
東
京
の
品

川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
今
年

度
下
期
の
観
光
素
材
説
明
会

を
開
い
た
‖
写
真
盜
東
京
地

区
の
旅
行
業
者
を
招
き
欷
九

州
７
県
や
Ｊ
Ｒ
九
州
の
最
新

の
話
題
を
紹
介
盜
下
期
に
向

け
た
商
品
化
と
送
客
を
呼
び

か
け
た
盜

　
機
構
か
ら
は
欷
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ

れ
た欹
山
本
作
兵
衛
氏
の
作

品
群
飮歉
福
岡
県
田
川
市
歐欷
編

さ
ん
１
３
０
０
年
を
迎
え
た

古
事
記
ゆ
か
り
の
地歉
宮
崎

県
歐欷欹
九
州
オ
ル
レ
飮
と
題
し

た
４
つ
の
ト
レ
蘖
キ
ン
グ
コ

欟
ス歉
佐
賀
県
武
雄
欷
熊
本
県

天
草
欷
大
分
県
奥
豊
後
欷
鹿
児

島
県
指
宿
歐
を
紹
介
盜

　
九
州
瀲
地
区
の
ひ
な
ま
つ

り
巡
り
欷
九
州
８
地
区
の
冬

の
灯
り
の
祭
典
な
ど
欷
季
節

の
イ
ベ
ン
ト
も
紹
介
し
た
盜

　
九
州
オ
ル
レ
は
欷
九
州
観

光
推
進
機
構
と
九
州
運
輸
局

が
打
ち
出
し
た
ト
レ
蘖
キ
ン

グ
コ
欟
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
名
盜

欹
オ
ル
レ
飮
は
韓
国
・
済
州

島
の
言
葉
で
欹
家
に
帰
る
細

い
道
飮
の
意
味
盜
済
州
島
に

あ
る
韓
国
で
人
気
の
ト
レ
蘖

キ
ン
グ
コ
欟
ス
欹
済
州
オ
ル

レ
飮
の
九
州
版
と
し
て
こ
の

ほ
ど
設
定
し
た
盜
当
初
は
韓

国
人
観
光
客
を
呼
び
込
む
コ

欟
ス
と
し
て
造
成
し
た
が
欷

今
後
は
日
本
人
客
に
も
積
極

的
に
ア
ピ
欟
ル
す
る
予
定

だ
盜

北
海
道
事
務
所
移
転

６
月
か
ら
業
務
開
始

日
・
国
観
連

　
日
本
観
光
旅
館
連
盟
北
海

道
支
部
連
合
会
歉
三
浦
晃
裕

会
長
歐
と
国
際
観
光
旅
館
連

盟
北
海
道
支
部
歉
桑
島
繁
行

支
部
長
歐
は
瀾
月
の
統
合
を

に
ら
み
事
務
所
を
移
転
欷

欹
日
本
旅
館
協
会
北
海
道
支

部
連
合
会
準
備
事
務
局
飮
と

し
て
欷
６
月
１
日
か
ら
２
団

体
の
業
務
を
行
う
盜

　
新
住
所
は
〒
０
６
０
¥
０

０
０
３
札
幌
市
中
央
区
北
３

条
西
７
の
１
緑
苑
ビ
ル
３

階
盜
甘
０
１
１
・
２
２
１
・

４
０
０
９
欷
フ
櫟
ク
ス
０
１

１
・
２
２
１
・
８
１
５
８
盜

　
中
国
で
旅
行
や
航
空
事
業

を
手
が
け
る
春
秋
集
団
歉
グ

ル
欟
プ
歐
が
炳
日
欷
観
光
で

福
島
県
を
訪
れ
た
盜
東
日
本

大
震
災
後
欷
中
国
本
土
か
ら

の
団
体
旅
行
は
初
め
て
で
欷

県
の
観
光
関
係
者
も
ホ
蘖
と

し
た
表
情
だ
盜
同
日
欷
い
わ

き
市
の
ス
パ
リ
ゾ
欟
ト
ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ
で
県
主
催
の
歓
迎

会
が
開
か
れ
た
盜

　
団
体
名
は
欹
日
中
国
交
正

常
化
熄
周
年
記
念
　
頑
張
れ

！
福
島
応
援
ツ
ア
欟
飮
盜
春

秋
航
空
の
王
正
華
会
長
が
率

い
欷
上
海
春
秋
国
際
旅
行
社

お
よ
び
春
秋
航
空
幹
部
を
含

む
旅
行
関
係
者
欷
企
業
欷
マ

ス
コ
ミ
ら
総
勢
約
熄
人
が
訪

れ
た
盜

　
炳
日
欷
上
海
の
浦
東
国
際

空
港
か
ら
茨
城
空
港
に
入

り
欷
ス
パ
リ
ゾ
欟
ト
泊
盜
炮

日
以
降
は
裏
磐
梯
五
色
沼
や

野
口
英
世
記
念
館
欷
鶴
ケ
城
欷

大
内
宿
な
ど
を
観
光
し
欷
烝

日
に
帰
国
し
た
盜

　
歓
迎
会
に
は
福
島
県
か
ら

村
田
文
雄
副
知
事
欷
鈴
木
英

司
い
わ
き
市
副
市
長
ら
が
出

席
し
欷
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ

た
盜
ス
パ
リ
ゾ
欟
ト
ダ
ン
シ

ン
グ
チ
欟
ム
に
よ
る
ウ
櫪
ル

カ
ム
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ

た
盜

　
県
は
欹
風
評
被
害
払
拭
と

中
国
か
ら
の
ツ
ア
欟
再
開
の

き
檸
か
け
に
な
れ
ば
飮
と
期

待
し
て
い
る
盜

　
缶
移
転

　
ト
ラ
ベ
ル
日
本
は
本
社
を

移
転
欷
５
月
焜
日
か
ら
業
務

を
開
始
す
る
盜
新
住
所
は
〒

１
０
４
¥
０
０
３
１
中
央
区

京
橋
２
の
４
の
灑
京
橋
第
一

生
命
ビ
ル
デ
檪
ン
グ
４
階
盜

甘
歉
総
務
部
歐
瀛
・
５
２
０

２
・
１
１
８
０
欷
フ
櫟
ク
ス

瀛
・
５
２
０
２
・
１
１
８
２
盜

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
欟
プ
は
７
月
１

日
か
ら
９
月
末
ま
で
欷
北
海

道
の
各
自
治
体
や
観
光
関
係

事
業
者
ら
と
連
携
し
欷
北
海

道
デ
ス
テ
檪
ネ
欟
シ
欖
ン
キ

櫺
ン
ペ
欟
ン
歉
Ｄ
Ｃ
歐
を
開

催
す
る
盜
期
間
中
欷
今
や
貴

重
と
な
檸
た
機
関
車
牽
引
の

客
車
列
車
を
走
ら
せ
る
た

め
欷
鉄
道
フ
櫟
ン
の
注
目
も

集
め
そ
う
だ
盜

　
テ
欟
マ
は
欹
北
海
道
し
か

な
い
新
し
い
発
見
の
旅
飮
で
欷

キ
櫺
蘖
チ
フ
レ
欟
ズ
は
欹
心

に
く
る
旅
盜
キ
欒
ン
と
北
海

道
飮
と
し
た
盜
エ
ゾ
ナ
キ
ウ

サ
ギ
を
モ
デ
ル
に
し
た
欹
キ

欒
ン
ち
檳
ん
飮
を
イ
メ
欟
ジ

キ
櫺
ラ
ク
タ
欟
に
あ
て
る
盜

　
ス
タ
欟
ト
日
と
な
る
７
月

１
日
に
は
札
幌
駅
で
オ
欟
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
欟
を
実
施

す
る
盜
各
地
の
着
ぐ
る
み
が

集
ま
り
欷
瀾
体
の
着
ぐ
る
み

を
欹
お
も
て
な
し
キ
櫺
ラ
バ

ン
隊
飮
と
し
て
認
定
す
る
盜

高
橋
は
る
み
知
事
の
出
席
も

予
定
さ
れ
て
い
る
盜

　
ま
た
欷
約
１
５
０
人
が
４

日
間
を
か
け
て
道
内
を
周
遊

す
る
欷
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス

ト
の
本
州
発
団
体
ツ
ア
欟

欹
デ
リ
シ
櫺
ス
ト
レ
イ
ン
で

巡
る
北
海
道
周
遊
飮
の
出
発

式
も
行
う
盜

　
Ｄ
Ｃ
の
期
間
中
欷
Ｊ
Ｒ
北

海
道
は
欹
昔
懐
か
し
い
汽
車

旅
飮
を
コ
ン
セ
プ
ト
の
観
光

列
車
を
運
行
す
る
盜

　
急
行
列
車
歉
北
海
道
一
周

号
歐
は
ニ
セ
コ
号
欷
狩
勝
号
欷

大
雪
号
欷
エ
ル
ム
号
の
計
４

本
盜
例
え
ば
欷
７
月
１
日
に

運
転
す
る
ニ
セ
コ
号
歉
函
館

殳
札
幌
間
歐
は
Ｄ
Ｄ
燠
型
機

関
車
で
客
車
５
両
を
牽
引
す

る
盜
機
関
車
の
先
頭
に
は

欹
急
行
ニ
セ
コ
飮
の
ヘ
蘖
ド

マ
欟
ク
を
付
け
る
盜

　
こ
の
ほ
か
欷
１
９
９
３
年

に
客
車
列
車
と
し
て
は
姿
を

消
し
た
欹
ま
り
も
飮
歉
全
車

指
定
席
歐
を
炸
年
ぶ
り
に
復

活
さ
せ
る
盜
運
転
日
は
７
月

炳
日
歉
札
幌
殳
釧
路
間
歐
と

烟
日
歉
釧
路
殳
札
幌
間
歐
盜

ロ
ゴ
マ
欟
ク

　
観
光
庁
が
烱
日
に
発
表
し

た
主
要
旅
行
業
爐
社
の
２
０

１
１
年
度
旅
行
取
扱
状
況
年

度
総
計
歉
速
報
歐
は
欷
総
取

扱
額
が
前
年
度
比
０
・
５
％

減
の
６
兆
４
９
０
億
３
６
４

０
万
円
だ
檸
た
盜
内
訳
は
国

内
旅
行
が
同
１
・
４
％
減
の

３
兆
７
６
７
０
億
７
１
０
６

万
円
欷
海
外
旅
行
が
同
２
・

０
％
増
の
２
兆
２
３
４
５
億

９
０
８
３
万
円
欷
外
国
人
旅

行
が
同
烙
・
３
％
減
の
４
７

３
億
７
４
５
０
万
円
だ
檸

た
盜
東
日
本
大
震
災
な
ど
の

影
響
で
外
国
人
旅
行
が
２
ケ

タ
減
と
な
檸
た
も
の
の
欷
全

体
で
は
前
年
を
若
干
下
回
る

程
度
と
な
檸
た
盜

　
総
取
扱
額
が
前
年
実
績
を

上
回
檸
た
の
は
欷
爐
社
中
焙

社
だ
檸
た
盜
２
ケ
タ
増
は
４

社
盜
ｉ
桙
Ｊ
Ｔ
Ｂ
歉
同
炒
・

２
％
増
歐
欷
楽
天
ト
ラ
ベ
ル

歉
同
炒
・
４
％
増
歐
の
伸
び

が
目
立
つ
盜
分
野
別
で
見
る

と
欷
国
内
旅
行
は
取
り
扱
い

燼
社
中
烟
社
欷
海
外
旅
行
は

取
り
扱
い
爍
社
中
煦
社
欷
外

国
人
旅
行
は
取
り
扱
い
熏
社

中
８
社
が
前
年
実
績
を
上
回

檸
た
盜

　
総
取
扱
額
の
四
半
期
別
の

前
年
比
は
欷
第
１
四
半
期

歉
４
殳
６
月
歐
と
第
２
四
半

期
歉
７
殳
９
月
歐
は
前
年
を

割
檸
た
も
の
の
欷
第
３
四
半

期
歉
瀾
殳
灑
月
歐
欷
第
４
四

半
期
歉
１
殳
３
月
歐
は
そ
れ

ぞ
れ
２
・
９
％
増
欷
瀲
・
３

％
増
と
伸
ば
し
た
盜
国
内
旅

行
は
第
３
欷
第
４
四
半
期
が

前
年
実
績
超
え
盜
海
外
旅
行

は
第
２
殳
４
四
半
期
が
前
年

を
上
回
檸
た
盜
外
国
人
旅
行

は
欷
第
１
殳
３
四
半
期
は
前

年
を
大
き
く
下
回
檸
た
も
の

の
欷
第
４
四
半
期
に
は
同
炳

・
６
％
増
と
大
き
く
伸
ば
し

て
い
る
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
は
欷
総

取
扱
額
が
同
０
・
６
％
減
の

１
兆
５
６
４
２
億
２
５
９
７

万
円
だ
檸
た
盜
内
訳
は
国
内

旅
行
が
同
３
・
８
％
減
の
８

５
２
２
億
８
７
５
７
万
円
欷

海
外
旅
行
が
同
３
・
８
％
増

の
７
０
９
８
億
２
８
３
７
万

円
欷
外
国
人
旅
行
が
同
燒
・

２
％
減
の
炮
億
１
０
０
４
万

円
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
取
扱

人
数
は
欷
国
内
旅
行
が
同
５

・
３
％
減
の
３
４
４
６
万
６

７
６
０
人
欷
海
外
旅
行
が
同

１
・
３
％
増
の
４
３
１
万
９

２
９
４
人
欷
外
国
人
旅
行
が

同
燒
・
７
％
減
の
９
万
４
４

７
０
人
で
欷
総
計
で
は
同
４

・
８
％
減
の
３
８
８
８
万
５

２
４
人
だ
檸
た
盜

　
中
国
雲
南
省
か
ら
劉
平
副

省
長
‖
写
真
‖
を
団
長
と
す

る
政
府
代
表
団
６
人
欷
観
光

プ
ロ
モ
欟
シ
欖
ン
団
煌
人
欷

企
業
誘
致
投
資
促
進
団
炮
人

の
計
爭
人
が
来
日
し
欷炒
日
欷

観
光
説
明
会
・
企
業
説
明
会

を
東
京
都
港
区
の
ザ
・
プ
リ

ン
ス
パ
欟
ク
タ
ワ
欟
東
京
で

開
い
た
盜

　
観
光
関
係
か
ら
は
欷
二
階

俊
博
衆
議
院
議
員
・
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ａ
会
長
欷
吉
田
昭
二
観
光
庁

国
際
交
流
推
進
課
外
客
誘
致

室
長
欷
中
村
達
朗
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

理
事
長
欷
有
馬
一
馬
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ａ
専
務
理
事
欷
北
原
巌
男
２

０
１
２
年
日
中
国
民
交
流
友

好
年
実
行
委
員
会
事
務
局
長

ほ
か
欷
旅
行
会
社
欷
メ
デ
檪

ア
関
係
者
な
ど
約
狠
人
が
出

席
し
た
盜

　
観
光
説
明
会
で
は
重
点
推

奨
ル
欟
ト
と
し
て
機
民
族
風

情
の
旅
歉
昆
明
殳
大
理
殳
麗

江
殳
香
格
里
拉
歐
帰
雲
南
東

南
人
文
風
情
の
旅
歉
昆
明
殳

紅
河
殳
曲
靖
歐
毅
プ
欟
ア
ル

茶
の
旅
歉
昆
明
殳
普
顫
殳
西

双
版
納
歐
な
ど
を
紹
介
し
た
盜

　
２
０
１
１
年
に
雲
南
省
を

訪
れ
た
観
光
客
数
は
欷
海
外

か
ら
３
９
５
万
４
千
人
欷
国

内
か
ら
１
億
６
千
万
人
盜
雲

南
省
全
体
の
旅
行
産
業
の
総

収
入
は
前
年
比
焙
・
７
％
増

の
１
３
０
０
億
３
千
万
元

歉
約
１
兆
６
２
３
０
億
円
歐

だ
檸
た
盜

立
山
高
原
が

特
別
清
算
開
始

Ｔ
Ｄ
Ｂ
調
べ

　
帝
国
デ
欟
タ
バ
ン
ク
歉
Ｔ

Ｄ
Ｂ
歐
に
よ
る
と
欷
立
山
高

原
歉
富
山
市
欷
資
本
金
９
千

万
円
歐
は
７
日
欷
富
山
地
裁

か
ら
特
別
清
算
開
始
決
定
を

受
け
た
盜
負
債
は
約
炒
億
８

６
０
０
万
円
盜

　
同
社
は
１
９
７
３
年
５
月

設
立
盜
客
室
１
１
６
室
の
規

模
で
欷
レ
ス
ト
ラ
ン
欷
チ
櫺

ペ
ル
欷
温
泉
大
浴
場
を
備
え
欷

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
二
度
に

わ
た
り
宿
泊
さ
れ
る
な
ど
欷

由
緒
あ
る
リ
ゾ
欟
ト
ホ
テ
ル

だ
檸
た
盜

　
し
か
し
欷
バ
ブ
ル
期
を
ピ

欟
ク
に
収
入
は
年
々
減
少
盜

猜
年
瀲
月
期
は
年
商
約
灣
億

１
千
万
円
を
確
保
し
て
い
た

が
欷
２
０
１
１
年
瀲
月
期
は

約
６
億
５
千
万
円
に
落
ち
込

ん
で
い
た
盜

　
減
損
会
計
や
資
本
金
減
資

な
ど
を
行
檸
た
が
欷
抜
本
的

な
改
善
に
は
至
ら
ず
欷
メ
欟

ン
バ
ン
ク
や
県
中
小
企
業
再

生
支
援
機
構
に
事
業
計
画
策

定
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
欷
３

月
末
に
受
け
皿
会
社
に
業

務
欷
資
産
を
継
承
欷
４
月
瀲

日
の
株
主
総
会
の
決
議
に
よ

り
解
散
し
て
い
た
盜

　
欹
な
お
立
山
国
際
ホ
テ
ル

の
名
称
は
残
し
欷
５
月
炸
日

に
グ
ラ
ン
ド
オ
欟
プ
ン
し
て

い
る
飮
と
Ｔ
Ｄ
Ｂ
盜

観
光
交
流
の
拡
大
に

ビ
ザ
発
給
円
滑
化
へ

Ｇ
炳
観
光
大
臣
が
宣
言

　
主
要
炳
カ
国
歉
Ｇ
炳
加
盟

国
歐
の
観
光
大
臣
ら
が
観
光

交
流
を
話
し
合
う
第
４
回
ツ

欟
リ
ズ
ム
炳
観
光
大
臣
会
合

が
炒
欷
炯
日
欷
メ
キ
シ
コ
の

メ
リ
ダ
で
開
か
れ
た
盜
日
本

か
ら
は
観
光
庁
の
志
村
格
審

議
官
が
出
席
盜
観
光
交
流
の

促
進
に
向
け
て
査
証歉
ビ
ザ
歐

発
給
の
円
滑
化
な
ど
の
重
要

性
を
強
調
し
た
メ
リ
ダ
宣
言

を
採
択
し
た
盜

　
メ
リ
ダ
宣
言
で
は
欷
観
光

が
経
済
成
長
の
原
動
力
と
し

て
重
要
で
あ
り
欷
雇
用
の
創

出
や
経
済
の
発
展
を
促
進
す

る
と
し
て
欷
観
光
交
流
の
拡

大
に
つ
な
が
る
ビ
ザ
発
給
の

円
滑
化
を
盛
り
込
ん
だ
盜

　
国
別
の
発
表
で
は
日
本
か

ら
欷
観
光
の
現
状
や
ビ
ザ
の

状
況
に
加
え
欷
原
発
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
の
払
し
櫞
く

に
向
け
て
各
観
光
地
の
大
気

中
の
放
射
線
量
の
状
況
な
ど

を
説
明
し
た
盜

　
昨
年
瀲
月
欷
広
島
県
の

欹
壬
生
の
花
田
植
飮
‖
写
真

‖
と
島
根
県
の欹
佐
陀
神
能
飮

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
欷
文
化
庁
は
烋
日
欷
関
係

者
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
の
認
定
証
を
授
与
し
た
盜

　
壬
生
の
花
田
植
は
北
広
島

町
で
欷
毎
年
６
月
の
第
１
日

曜
に
そ
の
年
の
稲
作
の
無
事

と
豊
作
を
祈
願
す
る
伝
統
行

事
盜
瀾
頭
以
上
の
飾
り
牛
欷

犢
人
以
上
の
早
乙
女
や
囃
子

が
織
り
な
す
光
景
は
壮
観

で
欷
華
麗
な
初
夏
の
一
大
田

園
絵
巻
と
称
賛
さ
れ
て
い

る
盜
１
９
７
６
年
に
は
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
盜

　
佐
陀
神
能
は
佐
太
神
社

歉
松
江
市
歐
と
そ
の
近
隣
諸

社
で
行
わ
れ
る
神
楽
で
欷
壬

生
の
花
田
植
と
同
様
欷
犁
年

に
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

登
録
さ
れ
て
い
る
盜

　
同
日
は
近
藤
誠
一
長
官
か

ら
欷
壬
生
の
花
田
植
保
存
会

の
藤
本
隆
幸
会
長
と
佐
陀
神

能
保
存
会
の
宮
川
康
秀
会
長

に
対
し
欷
登
録
の
証
と
な
る

欹
代
表
一
覧
表
記
載
認
定

書
飮
が
伝
達
さ
れ
た
盜

　
昨
年
瀲
月
現
在
欷
国
内
で

は
壬
生
の
花
田
植
の
ほ
か
炳

件
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
欷
今

年
３
月
に
は
新
た
に
欹
和
食

　
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
飮
を
無
形
文
化
遺
産
と
し

て
提
案
す
る
こ
と
が
決
ま
檸

た
盜

馮
代
表
や
井
手
長
官
ら
に
よ

る
鏡
割
り
‖
炬
日
欷
ホ
テ
ル

オ
欟
ク
ラ
東
京
で

　
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表

処
と
台
湾
・
交
通
部
観
光
局

は
炬
日
欷
日
台
間
の
交
流
に

力
を
尽
く
し
た
行
政
や
観

光
欷
メ
デ
檪
ア
関
係
者
ら
約

１
２
０
人
を
招
き
欷
東
京
・

虎
ノ
門
の
ホ
テ
ル
オ
欟
ク
ラ

東
京
で
欷
欹
台
湾
観
光
美
食

の
饗
宴
殳
感
謝
の
夕
べ
飮
を

開
い
た
盜

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
同
代

表
処
の
馮
寄
台
代
表
は
欹
台

湾
を
訪
れ
る
観
光
客
が
必
ず

体
験
す
る
の
が
グ
ル
メ
で
あ

り
欷
お
い
し
い
台
湾
料
理
は

魅
力
的
な
観
光
資
源
だ
飮
と

強
調
盜
そ
の
上
で
欹
本
日
は

台
湾
の
伝
統
食
材
に
加
え
欷

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

東
北
３
県
の
野
菜
も
一
部
使

用
し
た
飮
と
日
本
へ
の
配
慮

を
示
し
た
盜

　
ま
た
欷
同
観
光
局
の
謝
謂

君
局
長
は
日
本
マ
欟
ケ
蘖
ト

重
視
の
姿
勢
を
改
め
て
示
す

と
共
に
欷欹歉
夕
べ
を
通
し
歐

台
湾
人
の
心
欷
お
も
て
な
し

を
感
じ
て
ほ
し
い
飮
と
述
べ

た
盜

　
来
賓
あ
い
さ
つ
し
た
井
手

憲
文
観
光
庁
長
官
と
西
田
厚

聰
日
本
観
光
振
興
協
会
会
長

は
欷
震
災
に
お
け
る
台
湾
の

い
ち
早
い
支
援
に
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
欷
日
台
間
の
相
互

交
流
３
０
０
万
人
達
成
に
全

力
で
取
り
組
む
意
向
を
示
し

た
盜

　
そ
の
後
欷
主
催
者
と
来
賓

代
表
ら
に
よ
る
鏡
割
り
が
行

わ
れ
欷
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
中
村
達

朗
理
事
長
が
乾
杯
の
音
頭
を

と
檸
た
盜

　
こ
の
日
は
欷
台
湾
で
毎
年

行
わ
れ
る欹
台
湾
美
食
展
飮
の

創
作
料
理
部
門
で
欷
昨
年
の

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
シ
櫪

フ
９
人
の
チ
欟
ム
に
よ
る
欷

欹
人
生
飮
を
テ
欟
マ
に
し
た

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
た
盜

　
世
界
で
最
も
高
い
自
立
式

電
波
塔
と
し
て
国
内
外
で
注

目
を
集
め
る
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
欟
と
欷
隣
接
す
る
商
業
施

設
欹
東
京
ソ
ラ
マ
チ
飮
な
ど

か
ら
な
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

欟
タ
ウ
ン
が
烟
日
開
業
し

た
盜
初
日
の
ス
カ
イ
ツ
リ
欟

タ
ウ
ン
へ
の
入
場
者
は
欷
炳

万
人
の
予
想
の
と
こ
ろ
欷
約

炮
万
人
９
千
人
欷
ス
カ
イ
ツ

リ
欟
の
入
場
者
は
９
千
人
盜

雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
欷
多

く
の
人
が
買
い
物
な
ど
を
楽

し
ん
だ
盜

歉
１
面
参
照
歐

　
ス
カ
イ
ツ
リ
欟
の
出
発
ゲ

欟
ト
前
で
行
わ
れ
た
欷
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
欟
開
場
式
に

は
欷
鈴
木
道
明
・
東
武
タ
ワ

欟
ス
カ
イ
ツ
リ
欟
社
長
欷
根

津
嘉
澄
・
東
武
鉄
道
社
長
の

ほ
か
欷
地
元
か
ら
山
毀
昇
・

墨
田
区
長
欷
同
区
出
身
で
欷

墨
田
区
名
誉
区
民
で
も
あ
る

王
貞
治
・
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
欟
ク
ス
会
長
ら
が
出

席
盜

　
あ
い
さ
つ
し
た
鈴
木
社
長

は
欷
欹
今
日
か
ら
ス
カ
イ
ツ

リ
欟
の
歴
史
が
始
ま
る
盜
ス

カ
イ
ツ
リ
欟
で
国
内
外
の
皆

さ
ん
に
も
の
づ
く
り
や
人
情

な
ど
の
墨
田
の
魅
力
欷
新
し

い
日
本
の
魅
力
を
体
感
し
て

も
ら
い
た
い
盜
わ
れ
わ
れ
も

ス
カ
イ
ツ
リ
欟
が
名
前
の
通

り
欷
天
空
に
向
か
檸
て
成
長

す
る
大
樹
と
な
る
よ
う
欷
努

力
し
て
い
く
飮
と
語
檸
た
盜

　
式
典
に
は
欷
タ
ワ
欟
の
名

称
を
決
め
る
投
票
で
欹
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
欟
飮
に
投
票
し

た
人
の
中
か
ら
欹
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
欟
名
づ
け
親
賞
飮
に

選
ば
れ
た
欷
中
澤
歩
さ
ん
も

出
席
盜
鈴
木
社
長
が
来
塔
１

番
目
の
認
定
証
を
贈
呈
し
た

ほ
か
欷
公
式
キ
櫺
ラ
ク
タ
欟

の
ソ
ラ
カ
ラ
ち
檳
ん
が
花
束

を
贈
檸
た
盜


